
 

  

 編集・発行 渋谷区文化振興課 令和 5年１１月２６日 

■ 川本喜八郎 プロフィール 

1925 年：1 月 11 日渋谷区千駄ヶ谷に生まれる 

1946 年：東宝映画撮影所美術部勤務 

1951 年：飯沢匡に見いだされ人形絵本、ＣＭ製作などを始める 

1963 年：チェコ・プラハに留学、人形アニメの巨匠イジィ・トルンカに師事 

1968 年：「花折り」をはじめ、「鬼」（72）、「道成寺」（76）、「火宅」（79） 

     など、人形アニメーション映画を発表 

1982 年：NHK 人形劇「三国志」人形美術担当 

1988 年：日中合作人形アニメーション「不射之射」監督 

1990 年：日本チェコ合作人形アニメーション 

    「いばら姫またはねむり姫」監督 

1993 年：ＮＨＫ人形歴史スペクタクル「平家物語」 

     人形美術担当 

1995 年：日本アニメーション協会会長就任 

2003 年：連句アニメーション「冬の日」監督 

2005 年：人形アニメーション「死者の書」監督 

2007 年：長野県飯田市に川本喜八郎人形美術館オープン、館長就任 

2010 年：8 月 23 日逝去 

2012 年：6 月 4 日渋谷ヒカリエ８階川本喜八郎人形ギャラリーオープン 

■ 川本喜八郎 人形ギャラリー 

 川本喜八郎（1925～2010）は、渋谷区千駄ヶ谷に生まれ育ち、人形美術家・アニメーション 作家とし

てＮＨＫ人形劇「三国志」、「平家物語」などを手掛け、世界的にも活躍し、多くのファン を魅了してき

ました。渋谷区では芸術や文化を、気軽に身近で楽しむアートスポットとして、川本喜八郎の生み出し

た人形をテーマごとに常設展示しています。 

  

◆入 館 料 無料  ◆開館時間  午前 11 時～午後 7 時 

◆休 館 日 無休（ただし年末年始、展示入替期間は除く） 

◆所 在 地 渋谷区渋谷二丁目 21-1 渋谷ヒカリエ 8 階 

◆アクセス  

東急東横線・田園都市線、 

東京メトロ半蔵門線・副都心線 

「渋谷駅」B5 番出口直結。 

ＪＲ線、東京メトロ銀座線、 

京王井の頭線「渋谷駅」と 

2Ｆ連絡通路で直結。  

◆問 渋谷区文化振興課交流推進係 

 ☎03-3463-1142 ※平日 8：30～17：15 



 

  瓦版 

№21 川本喜八郎 人形ギャラリー 
Puppet Master 



「三国志」物語の中盤は、荊
けい

州
しゅう

というエリアをめぐる抗争が焦点です。現代中国の行政

区分では、河南省南部から広東省北部までの広大な地域を指します。私はこの一帯を何回

か歩いていますが、北部は小麦地帯、南部はクリークが広がる豊饒な大地で、南北の気候

を隔てる分水嶺が、三国の国境線を形成したのだと実感しました。当時、政情が安定して

いるこの地に多くの人々が難を逃れ、人材の淵
えん

叢
そう

となっていました。その中の1人が諸葛

孔明で、この地で劉備との運命的な出会いが生まれたのでした。2006 年には、めったに

訪れるチャンスのない、南
なん

漳
しょう

県の「水鏡荘」と「徐庶故里」に足跡を印しました。水鏡先

生（本名は司馬徽）と徐庶は、いずれも諸葛孔明の才を知る賢者で、劉備にその存在を明

かします。徐庶は好みの人物でもあることから、今回、「三顧の礼」の場面の展示をお目に

かけることができて、嬉しく思っています。 解説・監修：平井 徹（慶応義塾大学講師） 

 

 

 

  

 

  

第 21 回常設展 展示内容（令和 5 年 11 月 26 日～）  

平家物語  
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三国志  

三顧の礼 

 前後 100年の長きに及ぶ三国志世界の中で、西暦 207～208 年は、物語の密度が最も濃い 1年

間である。207年末、劉備は襄
じょう

陽
よう

（現在の湖北省襄樊
じょうはん

市）郊外の隆中に隠棲する諸葛亮（孔明）

のもとを何度も訪れ、その場で披瀝された「草廬対
そうろたい

」（いわゆる「天下三分の計」）に感銘を受け、

ついに彼を幕下に加えることに成功した。劉備は47歳、高い知名度を誇るものの、まだ定まった

領土を持たぬ身の上で、当時の感覚からすれば老境に入ったといってよい年齢である。一方の諸

葛亮は 27 歳の無名の青年。劉備の思い切った行動は異例であり、彼の焦
あせ

りが感じられる。よっ

て、「三顧の礼」（中国では「草廬三顧」「三顧茅屋
ぼうおく

」という）という故事成語は、あくまで目上の

者が格下の者に対して礼を尽くすという場合に用いられなければならない。天下分け目の「赤壁
せきへき

の戦い」は、その 1年後に迫っている。 

①趙雲子龍、②関平、③孫乾公祐、④甘夫人、⑤劉備の母、⑥張飛翼徳、⑦関羽雲長  

⑧劉備玄徳、⑨諸葛均、⑩水鏡先生（司馬徽）、⑪諸葛亮孔明、⑫徐庶元直、⑬徐庶の母 

⑭石韜広元、⑮崔鈞州平、⑯孟建公威 

三国志 三顧の礼 
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コラム 徹の部屋 

第
2
部
栄
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牛
若 

第 3 部 乱 鹿ケ谷 
第 3部 乱 邂逅 五条大橋 

 



前回の展示の際に、長野県飯田市にある「川本喜八郎人形美術館」から「三国志」の人形を、4

体お借りし展示させていただきました。今回は 11体もの人形をお借りし展示することができま

した。引き続き、渋谷区と防災姉妹都市でもある飯田市との交流を通じて、川本先生の作品の多

くを皆様に見て楽しんでいただけましたら、とても嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平家物語  
第 2 部 栄華 鞍馬の牛若 

平治
へ い じ

の乱で敗死した源氏の棟梁、源義朝
よしとも

の妻常磐（常盤とも書く）は、今
いま

若
わか

・乙
おと

若
わか

・牛若の三人の

遺児の助命を命がけで平清盛に嘆願し、その願いは聞き届けられた。末子の牛若は洛北の鞍馬寺

に稚児
ち ご

として預けられ、ゆくゆくは僧侶となることになっていた。その牛若丸もすでに十五歳、

活発な少年に成長した。鞍馬山中で鎌田正近ら源氏の残党たちに密かに守られ、その生い立ちを

知り、己の行く末を考える中で、徐々に源氏再興を悲願とするようになる。母常磐は、再び修羅

の道に踏み入れようとする牛若丸の身を案じて出家するようすすめるが、武門の子としての運命

を担った牛若丸の意思を変えることはできなかった。そこへ奥州平泉の王者、藤原秀衡の意を受

けた金売り吉次が現れる。牛若丸は吉次の手引きで鞍馬を脱出し、奥州へ旅立ってゆく。その途

次、熱田で元服し、源義経と名乗る。 

⑰牛若丸と静、⑱常磐、⑳平清盛、㉒牛若丸、㉓伊勢三郎 

㉔金売り吉次、㉕鎌田正近、㉖藤原秀衡       

第 3 部 乱 鹿ケ谷 

 この世の栄華を極める平家の頭上に、やがて暗雲が垂れ込めはじめる。動乱の発端は、安元 3

年（1177）の「鹿ヶ谷
ししがたに

の陰謀」であった。平清盛の専横に不満を持つ院の近臣たちが、都の郊外

にある鹿ヶ谷の山荘で密会し、打倒平家を企てたのである。陰謀は粗雑で、露見し未遂に終わっ

たが、その最大の黒幕は、院政をしき「治天
ち て ん

の君
きみ

」として君臨する後白河法皇であった。その一

党が次々と処罰される中、俊寛、藤原成経、平康頼の三名は、重罪人として、絶海の孤島「鬼界
き か い

ヶ島」（鹿児島県）に遠流
お ん る

された。三人は島で望郷の日々を過ごしていたが、清盛の娘で高倉
たかくら

天皇

の中宮となっていた徳子の安産祈願のために特赦が行われ、一年後に迎えの船がやってくる。成

経と康頼は許されて帰京がかなったが、俊寛だけは謀議の張本人という理由で赦免状にその名が

なく、島に一人取り残された。 

⑲平重盛、㉑平徳子、㉗禿、㉘藤原成経、㉙俊寛、㉚平康頼、㉛西光、 

㉜後白河法皇、㉝多田行綱、㉞藤原成親 

第 3 部 乱 邂逅 五条大橋 

 吉川英治『新・平家物語』では、この一段は縦横に想像力を発揮して物語設定をふくらませ、

ストーリー展開に冴えを見せる。奥州平泉をひそかに発った源九郎義経は、紀州熊野を経て、京

の都に現れる。策謀家の叔父行家は、平家の世に揺さぶりをかけるため、息子を偽義経に仕立て

て都に火つけ騒ぎを起こし、市中を不安に 陥
おとしい

れていた。義経は平家きっての切れ者で、都の治

安を預かっていた平時忠のもとに単身乗りこむ。時忠は義経の 潔
いさぎよ

さに心の通うものを感じ取り、

彼を厚く遇する一方で、偽義経を捕らえた荒法師、武蔵坊弁慶を利用して義経を討たせようと画

策する。こうして、物語の舞台は、有名な五条大橋へと移ってゆく。後年壇ノ浦
だんのうら

で平家は滅亡し、

立場が全く逆転した義経と時忠は再び出会い、義経と夕花は結ばれるに至るが、先々の物語の複

線として、この挿話は光っている。 

㉟源行家、㊱武蔵坊弁慶、㊲源義経、㊳夕花、㊴平時忠、㊵さめ 

入り口角ケース ㊶典韋 

中央島ケース  ㊷李白 

展示アドバイザーのひとくちメモ 


